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それで
も

止
め
が
確
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
が
出
し
た
建
設
許

可
を
取
り
消
す
よ
う
求
め
る
行

政
訴
訟
で
不
利
な
判
決
が
出
る

と
判
断
し
た
岡
山
市
は
、
最
高

裁
で
の
審
理
前
に
、
業
者
と
協

議
の
上
で
許
可
を
「
職
権
取
消
」

し
ま
し
た
。

　

計
画
の
申
請
を
や
り
直
さ
せ

　

足
守
・
大
井
・
粟
井
の
巨
大

な
大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
の

計
画
に
つ
い
て
河
田
正
一
議
員

は
、
ゴ
ル
フ
場
に
匹
敵
す
る
規

模
の
土
地
開
発
で
山
の
形
状
が

変
わ
り
、
大
雨
時
の
出
水
で
氾

濫
等
が
懸
念
さ
れ
る
と
議
会
で

質
し
ま
し
た
。
計
画
地
の
直
下

流
は
多
く
が
土
砂
災
害
警
戒
区

域
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地

区
は
記
録
に
残
る
だ
け
で
も
何

度
も
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
日
近

る
こ
と
な
く
、
環
境
ア
セ
ス
や

地
元
同
意
の
取
り
直
し
な
ど
も

し
な
い
で
、
調
整
池
容
量
を
増

や
す
と
い
う
軽
微
な
変
更
手
続

き
で
の
再
許
可
で
す
。

　

職
権
取
消
を
し
た
15
年
12
月

の
市
と
業
者
の
交
渉
記
録
の
開

示
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
「
該
当

文
書
不
存
在
」
と
非
公
開
に
し

ま
し
た
。
重
要
な
決
定
の
記
録

が
「
無
い
」
と
い
う
の
は
、
森
友
・

加
計
問
題
で
の
国
の
対
応
と
通

じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

反
対
運
動
を
続
け
て
き
た
産

廃
阻
止
同
盟
は
、
大
雨
で
汚
染

水
が
流
れ
出
せ
ば
、
豊
か
な
自

然
が
壊
れ
、
市
民
の
飲
み
水
が

汚
染
さ
れ
る
と
、
訴
訟
で
再
び

争
う
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

川
、
足
守
川
も
氾
濫
し
、
死
者

が
出
た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

市
は
「
県
の
林
地
開
発
許
可

を
見
守
る
」
と
、
傍
観
す
る
姿

勢
で
す
が
、
河
田
議
員
は
環
境

影
響
評
価
に
大
規
模
太
陽
光
発

電
を
入
れ
る
こ
と
及
び
大
規
模

太
陽
光
発
電
の
適
正
設
置
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
作
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

　

岡

山

市

長

は
、
西

日

本

ア

チ
ュ
ー
マ
ッ
ト
の
御
津
虎
倉
産

廃
処
分
場
の
建
設
を
８
月
に
許

可
し
ま
し
た
。
エ
ヌ
エ
ス
日
進

に
よ
る
安
定
型
処
分
場
の
建
設

が
４
月
に
許
可
さ
れ
た
ば
か
り

で
す
。

　

西
日
本
ア
チ
ュ
ー
マ
ッ
ト
の

計
画
は
、
最
高
裁
で
建
設
差
し

産
廃
処
分
場
建
設

再
許
可

交
渉
記
録
「
不
存
在
」
／
汚
染
水
流
出
の
不
安

計
画
地
の
下
流
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域

ソ
ー
ラ
ー
計
画

足
守
に

巨

大

　将棋の八大タイトルの一

つである「王位」を獲得し

た菅井竜也七段（御津紙工

在住）が、岡山市栄誉表彰

を授与されました。河田正

一議員が表彰式に同行しま

した。

市民栄誉表彰

菅井王位に


